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平成19年度以降の実績は、0円となっています。

国鉄改革の際に旧国鉄が旧新幹線保有機構から得た債権(新幹線鉄道施設の再調達額と簿価との差額(当
時)約2.9兆円)に係わる収入を引き継いだものです。

16.0

国鉄長期債務の処理及び事業の収支構造

･ 国 の 一 般 会 計 に 承 継 ･ ＪＲが負担国 が 免 除

年 金 等

将来費用
厚生年
金移換
金

0.7

8.1 3.4

日本国有鉄道清算事業団解散時における長期債務残高とその処理

有  利  子  債  務 無 利 子 債 務

16.1 8.1 3.4

28.3兆円

厚 生 年 金 移 換 金 負 担

将来発生が見込まれる年金等負担を債務に置き換えて評価し
た額です。総支払額としては約6.5兆円にのぼると見込まれ
ていました。

国鉄清算事業の収支構造

有利子債務のうち、本州四国連絡橋公団債務(約205億円)及
び日本鉄道建設公団債券債務(約42億円)については、国鉄清
算事業本部が承継しました。

収 入

年 金 の 給 付 に 要 す る 費 用

共 済 年 金 追 加 費 用

恩 給 負 担 金

土 地 売 却 収 入

0.5

国鉄清算事業本
部が負担

0.2

支 出

Ｊ Ｒ 株 式 売 却 収 入

そ の 他 収 入

*5特定承継債務償還金等受入

ＪＲ北海道・四国・九州・貨物
会社の設備投資への支援等

土地処分に必要な基盤整備工事
費用等

業 務 災 害 補 償 費 負 担 等




